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資料３ 

 

新型コロナウイルス感染症感染拡大に伴う 

生涯学習スポーツ部の今後の対応について 

 

１ 趣 旨 

生涯学習スポーツ部が所管する施設の利用並びに生涯学習、スポーツ・レクリエー

ション及び文化芸術活動に係る講座・イベント等の開催に関して、新型コロナウイル

ス感染症感染拡大に伴う影響と今後の対応について、協議する。 

 

２ 休止等の状況とその影響 

（１）休止等の状況 

スポーツ施設 

〇２月 28 日から一部の施設で利用休止とし、段階的に広げる。 

〇３月 27 日から全施設を対象に利用休止とする。 

〇緊急事態宣言に伴い、５月７日から臨時休館・休場とする。 
 

【主な施設】 

体育館（富士森・甲の原・総合） 

野球場、テニスコートなどの都市公園内の運動施設 

運動場（滝ガ原・椚田等） 

生涯学習施設 

〇３月６日から施設の利用休止とする。 

〇緊急事態宣言に伴い、５月７日から臨時休館とする。 
 

【主な施設】 

生涯学習センター（南大沢分館及び川口分館を含む。） 

郷土資料館 

絹の道資料館、国史跡八王子城跡ガイダンス施設 

こども科学館 

イベント等 

〇２月 26 日から、市の「イベント等開催に関する方針」に基

づき、「参加者が不特定多数」のイベント等は、屋内外にか

かわらず中止とする。 

※当初「３/15 まで」であったが、その後、３/22 まで⇒

３/31 まで⇒４/12 まで⇒５/６まで⇒５/31 までと順次

延長してきた。 
 

（２）施設における影響 

スポーツ施設 （昨年４・５月の実績） 利用者数 利用料金等 

屋 

内 

富士森体育館 ５万８千人 ７６０万円 

甲の原体育館 ３万３千  ６８０   

エスフォルタアリーナ ９万７千  ３,１５０   

屋 

外 

富士森公園（野球場・テニスコート） ４万３千  ５６０   

上柚木公園（野球場・テニスコート・陸上

競技場など） 
７万７千  ６１０   

戸吹スポーツ公園 ２万８千  ５８０   

滝ガ原運動場 ３万    １４０   

その他の運動施設（テニスコート等） ５万８千  ８００   

合   計 ４２万４千  ７,２８０   
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生涯学習センター（本年３～５月） 中止講座数 講座影響人員 施設利用中止 

生涯学習センター 

（クリエイトホール） 
４９講座 ７０５人 ２，０１４件 

南大沢分館 ２９   ５０４  １，５２４  

川口分館 １０   １２９  ３８１  

合  計 ８８   １，３３８  ３，９１９  

 

郷土資料館等 （３月～５月の入館者数の比較） 昨 年 本 年 

郷土資料館 ５，８８６人 ２１３人 

絹の道資料館 １，５７２  ６８  

国史跡八王子城跡ガイダンス施設 ２０，０７５  ５１６  

合  計 ２７，５３３  ７９７  

 

こども科学館（３月～５月の入館者数・観覧料の比較） 昨 年 本 年 

入館者数 

大 人 ８,９３７人 ３６人 

子ども ９,７３８  ３５  

合 計 １８,６７５  ７１  

入館観覧料 

入館料 １８７万円 ８千円 

観覧料 ２３９   ０   

合 計 ４２６   ８   

 

（３）中止とした主なイベント等 

スポーツ・レクリ

エーション活動 

〇市民レクリエーション大会（３月・中止） 

〇少年野球大会（３・４月・中止） 

〇ヘルシーウォーキング（５月・中止） 

〇市民水泳大会（９月・中止） 

生 涯 学 習 活 動 

〇生涯学習コーディネーター養成講座（講座・5/16～中止） 

〇北海道白糠町小学生交流派遣（事業・8/4～中止） 

〇文化財見て歩き（講座・3/14 など中止） 

〇八王子城跡まつり（イベント・6/28 中止） 

〇宇宙の学校（講座・6/14～中止） 

 

３ 今後の対応 

今後の施設利用、講座・イベント等開催については、５月 25 日に本市が定めた「新

たな市政運営の基本方針」を踏まえ、新型コロナウイルス感染症の感染拡大を防ぎ、

感染者の増加を抑制していく観点から、引き続き感染症の拡大防止に向けた対策を徹

底し、再開に向けた条件整備等の準備作業に取り組んだうえで、準備が整い次第再開

とする。 

一方で、生涯学習スポーツ活動が市民の健康的な生活を維持するために必要なもの

であることを考慮し、博物館等のような施設によっては、人が密集しないなどの感染

防止策を講じることを前提に、早期に利用ができるよう対応を図る。 


